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審 議 経 過 

委員長： ただいまから、令和元年度第４回豊島区公文書等管理委員会を開催いたしま

す。傍聴希望の方はいらっしゃらないということですね。 

 

事務局：はい。 

 

委員長：了解しました。 

  では、本日の資料につきまして、事務局から説明をお願いします。 

 

事務局：机上には、前々回、第２回の委員会で配付しました資料２－２と、前回配付いた

しました資料３－１を置かせていただいております。加えまして、残りの評価選別リス

トとして、４－１という資料をお配りしてございます。こちらの資料ですが、文書の所

管や所在等の管理がはっきりしていなかったということで、庁内での選別における説明

がうまくいっていなかった文書となっております。 

  そうしましたことから、御質問が出ていないファイルにつきましても、一覧に記載を

して、本日お示しをしているところでございます。 

  次に、資料４－２といたしまして、答申書（案）をお配りしてございます。 

  審議の結果、修正をいたしました評価選別リストを提示することを考えております。 

  説明は以上でございます。よろしくお願いいたします。 

 

委員長：ありがとうございました。 

  資料の説明について、何かご質問はございますでしょうか。 

  資料の４－１みたいなのは、ほかにはもうないですか。 

 

事務局：ないです。大丈夫です。 

 

委員長：もうない。ありがちですよね。わかりました。 

  では、ほかに御質問などがなければ、審議に入りたいと思います。前回、学校運営課

までは終わっていて、今日は、学校施設課からですね。それでは、事務局から御説明を

お願いします。 

 

事務局：委員長、説明の際に、空フォルダの説明の扱いですが、廃棄理由としての空フォ

ルダと記入されているものにつきまして、これは文書管理システムだけからで、ほかの

ものがあるということも可能性としてはあり得るのですが、本日の説明につきまして

は、省略してよろしければ省略いたしますが。 

 

委員長：ただ、空の中でも、今日の例えば１２２番だと、統一予定で、当該文書のフォル

ダは長期保存にしますというような形なので、今回の廃棄の中身はないという説明にな
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るのですかね、これ。 

 

事務局：そうですね。フォルダの説明としてはあるのですけれども、文書管理システムの

データとしてはないという、そういう回答になります。ただ、各委員から、質問の内容

が出ておりますので、一応、その説明が必要だということであれば、説明をしますが。 

 

委員長：では、完全に空のものは説明しないという方針でお願いいたします。 

 

事務局：それでは、学校施設課につきまして、１２２番から１２６番まで空フォルダとい

うことですので、ファイルナンバー、フォルダ名、それから回答と廃棄理由の順番で説

明いたします。 

  ５番の自動車関係（ガソリン・リース）です。これにつきましては、平成２３年１２

月５日の物損事故についてのフォルダだということです。駐車中、隣の車のヘッドライ

トを破損したと、保険で対応済みということで、平成２４年度のフォルダに事故報告は

含まれていないので廃棄すると。 

  その下、２つ、空フォルダですので、省略をいたします。 

  ９８番、小・大規模環境整備です。計画的な施設保全を目的として、施設整備課が行

う修繕工事のフォルダということになります。ほかの支出文書と同様、３年保存で問題

ないという回答であります。 

  その下、１０４番、これも中・大規模環境整備ですが、これも今と同じ説明でござい

ます。次からは空フォルダですので、省略をいたしまして。 

  次に、１３０番、改築関係文書ということです。池袋第三小学校の改築ですという説

明です。契約や支出関係の文書が主なので、ほかの支出文書と同様３年で問題ないと考

えているという説明でした。 

  その下、２つは空フォルダですので省略をいたしまして、１３３番、池袋本町地区小

中連携校ですが、これも契約や支出関係の文書が主なので、ほかの文書同様、３年で問

題ないと考えるという理由になってございます。 

  裏面にいきまして、１３４番、１３６番、改築関係文書ということですが、１３４番

につきましては、巣鴨北中の改築関係文書、それから１３６番につきましては、池袋第

一小学校の改築関係の文書ということで、説明は先ほどの説明と同様の内容となってお

ります。説明は以上です。 

 

Ｃ委員：アスベストの関係のことで、委員長からも御質問が出ておりますけれども、同じ

文書について、ちょっと回答表現が違っていまして。 

まず最初の私の質問に対する回答としては、ファイル名を統一する予定である、分類

を整理すると。当該フォルダ内の文書は長期保存にしますとある。この「当該フォル

ダ」とは何のフォルダだろうかという疑問が出る。 

委員長のほうですと、施設情報システム等というのが書いてあって、同じものに対す

る回答がなぜずれるのか、ちょっとわからないので補足で説明をお願いしたいのです
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が。 

 

事務局：アスベストの調査の結果自体、他の施設がどういう状況であったかというのは、

システムに登録してあるのだそうです。その委託関係の文書についても、別で要るもの

であれば、もう少し長くとっておこうかということで、保存期限を変えるということの

ようです。結果とその委託は分けてあります。 

 

Ｃ委員：委託の中に、その結果報告というものは含まれているわけではないということで

すか。 

 

事務局：恐らく含まれています。 

 

Ｃ委員：では、分けてファイルを作っているわけですね。 

 

事務局：そうですね。 

 

Ｃ委員：ここが一体だった場合、もちろん、調査結果のほうが、これも重要なファクトに

なる情報になるものだと思いますので、基本的には、その情報をきちっと行政文書とし

て管理をして、かなり長期に持っておかないとまずい性格のものだと思います。 

ですから、かなり長期間、つまり無期限ないし場合によっては移管をしてでも長期保

存しておく必要が当然出てくるようなものだと思いますので、委託の契約に係るものま

で保存する必要は必ずしもないと思うのですけれども、あくまでも結果が入っていれ

ば、それは保存すべきじゃないかというようなお話で質問をさせていただきました。 

委員長も、これ同じ観点だと思うのですけれども。 

 

委員長：今ほどの御指摘のような形で、アスベスト関係ですから、アスベストがあったと

いう結果も大事ですけれど、ないという結果も残しておかないと、後で、また全量調査

とか、よくわからないことをしなくてはいけなくなりますので、結果部分については、

確実に残しておくと。細かな委託の契約などについては、保存期間で、満了でも構わな

いだろうという視点でお願いいたします。 

 

事務局：はい、わかりました。 

 

委員長：そのほか、いかがでしょうか。 

  １３１番の目白小改築ですけれど、５，０００平米から８，０００平米の新校舎に建

て替え、竣工していて、これ空フォルダということですが、この新校舎への建て替えに

関する文書は、今どこへ。 

 

事務局：これは、さすがに３年で捨てるということはないと。この改築に関係する文書に
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関しては、恐らく３０年の保存に設定されていると思います。 

 

事務局：多分、フォルダだけ残ってしまって、中身はないような状態ではないかと。 

 

事務局：この案件、西池中、それから池袋本町地区小中連携校ですとか、その次のページ

の、改築関係で、巣鴨北中、池袋第一小、池袋第一小は、これから始まるものでござい

ます。全般、概要といいますか、考える会等で、意見等要望を聞いていまして、その上

で、考える会から答申をいただいて、その結果に基づいて建築を行っています。 

それで、今御指摘の目白小については、既に工事が完了しておりまして、空フォルダ

だと思っておりまして、それでとっていないのだと思います。 

 

委員長 なるほど。わかりました。 

 

事務局：当然、工事の結果につきまして、先ほどの施設情報システム、そういうところに

デジタル化されておりまして、平面図、立面、結果のところの図面は、それで見られる

ようになっております。 

 

委員長 なるほど、わかりました。ありがとうございます。そうすると、この施設情報シ

ステムの保存年限がどうなっているかということですが。 

 

事務局：建物がある限りです。 

 

委員長：ある限り、普通はそうでしょうねとは思うのですけれども。うっかり捨てちゃっ

ているところも、よそではあったりはしますので。システムの保存年限は、ちょっと確

認をしていただいたほうがよろしいかなというところです。 

 

事務局：わかりました。 

 

委員長：そのほか、いかがですか。 

 

（なし） 

 

委員長：では、学校施設課を終えまして、教育センター、お願いいたします。 

 

事務局：それでは、教育総務部教育センターです。 

  ５番と２０番につきましては、空フォルダということですので、省略させていただき

ます。 

  ２７番のその他ですけれども、簡易な起案（連絡会の開催等）を保存するために作成

したフォルダ、事業内容が変更となり、必要がなくなったためということです。 
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  次、３８番の事故簿です。通勤時の事故による遅延を記録する帳簿の保存用。重大事

故については含まれていないということでございます。人事関係帳票の保存年限に沿っ

て廃棄ということです。 

  次、１１４番につきましては、空フォルダということですので、省略させていただき

ます。以上です。 

 

委員長：事故簿って、そういう事故なのですね。電車が事故で遅れたからという記録が残

っているのが事故簿。結構イメージが違っている気がしました。 

  そのほかいかがでしょう、御意見など。これは大丈夫ですかね。 

 

（なし） 

 

委員長：ありがとうございます。それでは、次が監査委員事務局ですね。 

 

事務局：監査委員事務局になります。４番、公告式原簿ですけれども、公告・訓令に際し

ての番号簿のため、後にさかのぼって内容を確認する必要はないということで、文書管

理システム、Ｘドライブは空フォルダということです。 

  次の５番の訓令番号簿につきましても同じと。以上です。 

 

Ａ委員：監査事務局の１ページ目、２ページ目の通し番号の１９から３０が移管となって

いて、文書管理システムのリストに文書件名がなかったのですが、なぜでしょうか。裏

に移管と書いてありますよね。部長以上原義なしとは書いてありますけれど、移管にな

っていますが、これはどういうことでしょうか。 

 

事務局：資料しかないということです。 

 

Ａ委員：資料というのは、議事録のことを指していますよね。 

 

事務局：そうです。資料自体は作成されているということです。 

 

Ａ委員：会議議事録というのは、これは冊子になって公開されるものですか。何か月別と

か、年度別で。 

 

事務局：はい。 

 

Ａ委員：だから、文書件名には出てこないけれど、残されて、資料として、会議録は移管

されているということですか。 

 

事務局：そうです。月２回ほど、定例の監査委員審議が開かれております。そのなかで、
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委員の方々が取り交わした内容についての会議録を移管して保存しますということで

す。 

 

Ａ委員：はい。今の説明でわかりました。 

 

委員長：よろしいですか。では、監査委員はよろしいでしょうか。 

 

（なし） 

 

委員長：次が、議会総務課ですね。 

 

事務局：議会総務課です。まず３４番、議員連盟関係書です。区の具体的施策につながる

ような議連ではないということで、保存の必要がなくなったため、廃棄ということにな

ります。 

  次、５５番、５６番、６３番、１０７番、１０８番、１０９番、これは空フォルダと

いうことですので、省略させていただきます。 

  次、１１７番、だよりテープ版、このフォルダには、契約・支払いの文書のみ保存し

ており、作成した区議会だより点字版、テープ版は中央図書館や議会図書館で閲覧でき

るようにしているということで、保存の必要がなくなったため、廃棄ということでござ

います。 

  次の１１８番のだより点字版も同じ説明でございます。以上です。 

 

Ｃ委員：よろしいでしょうか。これは、どういう議連ですか。議員連盟だと思うのです

が、何の議連ですか。具体的施策につながらないと書いてあるのですけれども、結局、

その中身がわからない状態で議論してで、そうですねとはなかなか気軽に言えないの

で。 

 

事務局：確認します。申し訳ありません。 

 

委員長：ありがとうございます。 

  そのほか、議会関係よろしいでしょうか。この最後のページでございます。これで潰

し切れてないものはないでしょうか。大丈夫ですか。 

 

事務局：いただいた御質問については、ただいま、まとめておりまして、各課に問い合わ

せなければわからないものも多いので、ちょっとお時間をいただければと思います。最

後のページについているものは、個別のお話というよりは、全体にかかってくるような

お話のものをまとめて項目を立てております。 

  Ａ委員のご質問は、こちらの資料に載せ切れなかったので、この中に入っている御質

問のうちの一部は、こちらの黄色い冊子資料３－１に反映させていただいております。 
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委員長：なるほど、わかりました。そうすると、この資料２－２は一通り終えて、資料３

－１にいってよろしいですか。 

 

事務局：はい。 

 

委員長：では、資料３－１、最初のページからお願いします。 

 

事務局：それでは、資料３－１の広報課の説明からはじめます。 

  ファイルナンバー５０、広報事務の手引きです。広報事務の手引きは、アーカイブと

して長期保存の対象としている。当該フォルダ内の文書は、文字校正の過程の記録であ

り、保存は不要ということで、その理由により保存年限満了にて廃棄ということでござ

います。 

  次、５２番、広報パンフレットですが、広報パンフレットは、これもアーカイブとし

て長期保存の対象としている。当該フォルダ内の文書は文字校正過程の記録であり、保

存は不要ということで、この同じ理由で廃棄ということになっております。 

  次、６９番、テレビ広報資料、これが第１四半期から第２四半期、第３、第４、その

他ということで続いておりますが。理由としましては、成果物である「広報番組」は、

アーカイブとして長期保存対象と。生放送という特性があるため、実際に出演者が発言

した内容が全てであり、保存は不要ということで、保存年限満了により廃棄という理由

でございます。これ共通しております。 

  次に、７４番、テレビ広報資料（ＭＸ）、これも同じ理由です。ということで、入っ

ております。 

  裏面に移りまして、７５、テレビ広報資料（インターン）ですが、当該フォルダに

は、インターンシップ依頼先へ依頼文書のみ保存ということで、納品された映像作品は

制作者等のクレジットつきで広報番組内で放映され、番組とあわせてアーカイブとして

長期保存対象と。そういった理由で保存不要ということで、保存年限満了にて廃棄とい

うことでございます。 

  次、７７番は空フォルダということであります。 

  ８３番、職員報ですけれども、職員報は職員向けに発行しているものであり、区民及

び外部に対して情報を周知するものではないため、保存は不要ということで、保存年限

満了にて廃棄という説明でございます。以上です。 

   

Ｃ委員：追加で確認ですけれど、アーカイブとして長期保存の対象としていると書いてあ

って、この「アーカイブ」とか、「アーカイブス」という意味を正しく理解しているの

だと思うのですけれど、どこかにデータがあるわけですね。どこにあるのか総務課は特

定できていますでしょうか。 

 

事務局：広報課のＸドライブにある、とのことです。 
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委員長：これ、文書ファイル管理簿からいなくなるのですか。 

 

Ｃ委員：文書ファイル管理簿上は、存在していないのですね。つまり、「アーカイブ」と

いうものが別に存在しているということは、本来は文書管理簿に登録しなければならな

い対象だと認識してないということですよね。 

 

委員長：区民から見れば、行方不明だと。 

 

Ｃ委員：中身としてはアーカイブだ、だから長期保存する、といった、その意味はわかっ

ていると思うのですけれど、そうすると、それはちゃんとファイル管理簿に登録をし

て、重要公文書として移管しなくちゃいけない筋合いのものだと思うのですが。 

そうすると手引き、これは文字校の本当に純粋な事務的なものだから、確かに要らな

いと思うのですが、手引き自体は、このセクションとしては重要だと思っているからア

ーカイブと言っているわけですから、これは当然移管になりますよね。パンフレットも

成果物で、文字校の段階は、確かに要らないとは思いますけども、成果物を永続的な保

存が必要なアーカイブと考えている以上は、これは移管ですよね。 

  広報資料の、この四半期ごとに分かれているものというのが、これもアーカイブとし

て長期保存対象だとおっしゃっているので、これも当然ながら移管対象だと思います

が、この広報資料（第１四半期）とか書いてある中身は説明がなくて、結局、何のファ

イルなのか、説明が必要ですね。 

 

事務局：台本だそうです。 

 

Ｃ委員：台本だったら必要ですね。条例上は、行政文書ファイルというのは、連続する経

緯を一体的に、一つの集合物にしなければいけないという決まりになっていますから。

生放送が全てだと、このセクションはおっしゃっていますが、そうじゃない。要する

に、条例の趣旨に照らすと、これは条例違反していることになるので、こういう説明は

委員会としては当然認めることは難しいだろうと思うのです。 

  そうすると、これ保存は不要ではなくて必要だということになる。一体としてちゃん

と管理をしていただいた情報をひもづけして、移管にするか、長期保存にするかにして

くださいと言うしかないということです。それが、恐らくずっとこの四半期ごとのもの

は全て適用されていると思いますが、（その他）も恐らく同じ類いでしょうかね。ＭＸ

テレビも、これも同じでしょうか、ロケハンの記録。 

 

委員長：ロケハンの記録だったら、これは、それだけなら入ってもありかなと。 

 

Ｃ委員：ちょっと、ほかのものとは性格違うかもしれません。 

  インターンというのは、これは、ちょっと説明がややわかりにくくて、これの中身が

何かということについて、回答の中でははっきり答えていただいてないと思います。 
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番組とあわせて長期保存対象だとおっしゃっているということなのに、なぜ保存不要

と言えるのかわからないですね。前後の、この数行の間で矛盾があるので。説明として

は、このままこれを例えば認めましたという形で、区民の方に結果として見ていただく

わけにはいかないですね。当然きちっとした説明をして、廃棄するなら、廃棄というこ

とを理屈づけて決めなければいけないと思いますので。 

  ７７番のアーカイブ用資料というのは、フォルダだけ用意してあって、中身はありま

せんでしたということなので、これはわかりました。もっとも本当にないかどうかは、

確認をしていただく必要あると思います。 

  最後、「職員報」ですが、確かに、区民向けの情報周知ではないのですけれど、区の

組織内で、どういうふうにコミュニケーションがとられているか、区の組織の性格を理

解する上で、とても重要な情報源だったりするのです。人事異動の細かい情報に加え

て、誰々さんの趣味だとか、そんなことまで書いてないですか。 

 

事務局：職員の趣味や、新人紹介みたいなものは載っています。 

 

Ｃ委員：結局、この当時の区の組織の活動を一体的に捉える上で、結構、重要な資料にな

ったりする可能性があります。もちろん、今の選別基準ですと、うまくはまるところが

ないということは、承知はしているのですが。基準というのは、まだ暫定的に少し見直

しながらやっていくということでしたので。どうしても公文書の決裁だとか、議事録だ

とか、そういったやや表に向いた文書だけだと、わからない部分を埋めるような材料と

して、こういうものがあるのだったら、とっておいたほうがいいのかなと思って意見を

出させていただいたのです。 

  国だと、ほとんど、こういう面白い資料は残っていなくて、結局、どういうふうに、

この組織が活動していて、回っていたのかとか、当時の雰囲気が全くわからなかったり

するのです、研究していますと。そういう将来、利用者の便益まで考えたときに、こう

いうものは「エフェメラ」であると書かせていただいたのですけれど、放っておくとす

ぐなくなる。当時の人は、大量に印刷されて出回っていますから、どうせごみだと思っ

ていると思うのですけれども、時代がたつと、ぐっと重要性が増してきたりということ

も考えられますので、少し、ここは再考いただいたほうがいいのかなと、個人的には考

えた次第です。 

  ほかの先生方がどうお考えになるか、ちょっとわかりませんけれどれも、私個人の意

見としては、とっておいたほうがいいかなと思いました。 

 

委員長：この職員報は、説明で、区が区民及び外部に対して情報を周知するものではない

から、保存は不要であると。これは理屈が通らないので。外に向けなければ捨てていい

のだよねと、いや、そうじゃないよという、ここの書きぶりが問題はあるかなという気

はしますね。 

 

Ｃ委員：基準の２５番というのも、確か、外に向けてというような、質問に多分ストレー
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トにお答えになったと思うのですけれども。 

 

Ａ委員：私も職員報のところは、互助会的な職員同士のコミュニケーションをとるという

ことで、内部文書として扱っているのだなということは伝わるのですけれど、ほかの委

員さんもおっしゃったように、職員がどういう気持ちでその時代に応じて職務に臨んで

いたか、みたいなこともかいま見ることができるので、そういう意味での必要性もある

と思うのですけれど。 

内容が区民向けであろうと、区長向けであろうと、他区に公表するものであろうと、

つくったものは公文書であり、管理していくもので、その中で振り分けをしていくとい

うことで、条例もできていたように思ったのでちょっと何かひっかかります。 

 

委員長 そうですね。この説明だと、廃棄オーケーですというのは、言いにくいのが広報

課なのかなということなので、これはペンディングにしておきましょう。 

 

Ｄ委員：資料を見させていただいたときに、恐らくテレビ広報とかというのは、打ち合わ

せだろうな、という前提で考えていたわけです。さっき委員長の御指摘にありましたけ

れど、成果物が当然あるわけですよね。これが、まず条例の補捉する公文書に当たるの

かどうかというところと、それから、例えば公文書管理条例がないところだと、図書館

などで、当市の関連する番組のアーカイブという形で、ＤＶＤに焼いていたりして残し

ている例があります。図書館条例が適用されるのであれば、それは文書管理規程などで

いうところの文書の外ですよという話になるのです。豊島区の場合、その辺がどういう

扱いになっているのか。このアーカイブというのは、公民館や図書館とかで閲覧用に置

いてあるというなら、それは多分、公文書とは別の扱いになると思うのですけれど、そ

れはどういう扱いになっているのですか。 

 

事務局：推察になってしまいますが、広報課などでアーカイブのものとして、長期保存を

していることなのかと。 

 

Ｄ委員：では、広報用の内部資料として、保存してあるということなのですかね。公開さ

れたりということはないわけですか。例えばですけれど、ＮＨＫアーカイブというのは

公開されていて、見られますよね。そういうスタイルのものではなくて、ただ単に内部

で保有しているだけと理解してよろしいわけですか。 

 

事務局：広報課の中に、アーカイブという所管がありまして、そこで今、アーカイブのネ

ット中継、ネット配信をできるような仕組みをつくっているので、そういった中で、将

来的には見られるようになっていくのかなと思っているのですけれど。今のところ、閲

覧はまだではないかと。 

 

Ｄ委員：そうすると、この番組についてどう考えるかですが、条例でいうところの公文書



11 

というのは、「職員が職務上作成し、取得した文書、図画、写真、マイクロフイルム及

び電子記録であって」と規定があるわけですけれど、動画は結構難しいところがあると

思うのですよね。マイクロフイルムじゃないだろうし、写真でもないし、多分、デジタ

ル録画をしているので、電子記録なのかなと読むしかないのですけれど、そういう理解

でいいのですか。 

  また、将来的に、アーカイブとしては、何らかの方法で公表するということが想定さ

れているとして、そのときは、図書館条例とか、公民館条例とか、その辺で、方法を決

めていくということになるかもしれないですが、今の段階から保有している以上は、こ

れは文書として出てこないとおかしいというものになりますよね。 

 

委員長：ちょっと、このアーカイブとして長期保存というのが、そういう形なのかどうか

と、今ほどＤ委員からもおっしゃっていただいたように、これ管理の対象となる文書で

すし、情報公開条例の対象にもなる文書なので、何月何日の何々番組についての請求が

あったら、見せなきゃいけないものなのですが、このアーカイブというのが何者なのか

がよくわからないので、ここを御確認いただかないと。 

  恐らく、この書きぶりだと、現用文書の位置づけにしていけということかなと。実

際、その写しが図書館とかに行っていて、図書館資料として文書管理の網から外れてい

るケースは、もちろんあるかと思いますが、広報課が持っている限りにおいては、これ

は文書管理の対象になっているはずですので、御確認をいただいたほうがいいと思いま

す。 

   

Ｄ委員：回答内容の説明をもうちょっと聞かないと、判断できないですね。 

 

委員長：判断はちょっとできないですね。保留ということにしたいと思います。 

 

（なし） 

 

委員長：続いて、情報管理課分です、お願いいたします。 

 

事務局：情報管理課、１番です、国・都の負担金及び補助金関係書ということですが、補

助金の決定通知書等を保存している。保存の必要がなくなった資料ということで、廃棄

とします。 

  次、７０番、各課懸案事項。懸案事項として継続しているものを資料として保存して

いる。懸案事項で解決したものは廃棄をしているという説明でございます。以上です。 

 

委員長：この７０番の意味がわからないですけど。 

 

Ｃ委員：回答がちょっと紋切り型過ぎて、何が何だかわからないです。 
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委員長：資料として保存していれば、廃棄できない。 

 

Ｄ委員：行政手続オンライン化法の関係で、地方公共団体の情報システムの集約利用やク

ラウド移行に関しては、２００９年に国の方針が打ち出されて、２０１２年には財政措

置を講じることになっていましたので、大分、国から補助金が各自治体に出ていると思

うのです。そこで、システム構築の基本をつくりましょうというガイドラインがありま

したので。 

保存の必要がなくなった資料は、それは捨てるのは当たり前なのですけれど、保存の

必要はない、ということでばっさり捨てていいのかという問題と、懸案事項として継続

しているものは保存しているけれど、廃棄をしたとしたときに、内部で引き継ぎ資料み

たいな感じで、常用文書としてのトラブルシューティング集みたいなのは残っているの

か、それとも、この間のＸドライブに結局は何か残ってしまっているのか。どういう扱

いでこれは載っているのですか。そもそも、その廃棄理由の背景を知りたいということ

だと思うのですが、どうなのですか。 

 

委員長：さっきもそうなのですが、別にとってあるから、こっち捨てても大丈夫とおっし

ゃるのですが、ファイル管理法上は一緒なので。 

 

Ｄ委員：例えばですけれど、補助金とか負担金に関しては、補助を受けた対象のシステム

のリプレイスが終わったので必要なくなりましたと、そういう説明ならばわかるのです

けれど、何か紋切り型に保存したのがありましたと言われても、本当にそうなのかと。 

時代的に見ると、そのシステム構築の基礎を国とか都の補助でやった時期なのに、本

当にいいのかという疑問がさらに出てくるということだと思うのです。 

 

委員長：では情報管理課も、これは差し戻しとは言わないのですが、とりあえず保留とい

うことにしたいと思います。 

  では、続いて、総務課です。 

 

事務局：続きまして、総務課です。まず２６番、テスト用、これは空フォルダですので、

省略いたします。 

  ２８番、特別区自治体総合賠償責任保険事故報告書です。これは軽易な事案のみ、事

故の詳細な情報は法規グループが保存しているということで、保存の必要がなくなった

ため廃棄ということでございます。 

  次、２９番、ボランティア指導者救済保険事故報告書です。これも軽易な事案のみと

いうことで、廃棄理由は同じく、保存の必要がなくなったため廃棄ということでござい

ます。 

  次、３０番は空フォルダということですので、省略をいたします。 

  ４１番、一般寄附ですが、条件つきの寄附はなく、現金の寄附のみということで、こ

れは保存の必要がなくなったため廃棄ということでございます。 
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  ６５番は空フォルダです。 

  １０１番、教育長常勤監査委員給料等検討委員会ですが、これは移管としますという

こととなっております。 

  次、１２３番は空フォルダということです。 

  １４８番、拉致被害者です。これは通知及び調査等の文書が入っているということ

で、保存の必要がなくなったため廃棄ということでございます。 

  次、１４９番、犯罪被害者ですが、これも通知及び調査等ということで、保存の必要

がなくなったため廃棄ということでございます。 

  １８２番、審査会配付資料ですが、これは行政不服審査会のフォルダでございます。

資料のみということで、廃棄となっております。 

  次は、空フォルダということで、省略いたします。 

  １８７番ですが、文書引継ということですが、各課からの文書箱の引き継ぎを受ける

ときのチェックシート（紙文書）、文書管理票（各課から提出されたものをＸドライブ

で保管・常用）文書管理システムは空フォルダということで、紙文書は軽易な内容であ

るために１年で廃棄、文書管理システムも空フォルダであるため廃棄するということで

ございます。 

  １８７番の文書引継についても、同様でございます。説明は以上です。 

 

Ｃ委員：文書廃棄と引き継ぎのフォルダを、今回、廃棄と提案してきているのですけれ

ど、文書の廃棄というフォルダが、いわゆる廃棄記録や廃棄簿といった条例上作成する

ことになったものに相当するのかどうかの確認をしたいということなのですが、それと

は違うのですか。 

 

事務局：今までは、廃棄簿という具体的なものをつくっていなかったので、そういうもの

は含まれていません。 

 

Ｃ委員：今後は、条例施行後は。 

 

事務局：作ります。 

 

Ｃ委員：今後は、作ると。では施行前で廃棄簿に相当するものがこれではないのですか。 

 

事務局：いえ、違います。これは廃棄業者に、いつ取りに来てもらうかなどのスケジュー

ルですとか、どれぐらいの量を捨ててもらうか、などの契約関係の文書です。 

 

Ｃ委員：そうすると、その廃棄記録に相当するものは、移管する予定ですか。 

 

事務局：はい。基本的には常用文書です。 
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Ｃ委員：わかりました。同じ理屈で、文書引継ぎというのが、各課から文書の移管の記録

なのか、受け入れの記録なのだろうかという観点で質問したのですが。 

 

事務局：３年目になると総務課に引き渡されているので、その記録です。 

 

Ｃ委員：なるほど。中間書庫的な受け入れの帳簿だということですか。 

 

事務局：そうです。 

 

Ｃ委員：ということで、移管の記録ではないということですね。 

 

事務局：まだ移管したことはないので、移管の記録ではないです。 

 

Ｃ委員：そうすると、移管の記録も同じように、将来的には重要公文書として移管をする

というか、常用で持ち続けるという理解ですよね。 

 

事務局：はい。 

 

Ｃ委員：わかりました。 

 

委員長：今の文書廃棄のところですが、回答のところを見ると、現在のフォルダには廃棄

業者との調整入っているが、この年には入ってないということですけど、この年に業者

と調整してないのですか。普通、毎年廃棄しますよね。どうなっているのですか。 

 

事務局：契約関係のファイルに入っています。 

 

委員長：年によって、この廃棄業者とのス調整文書が入るフォルダが違ってしまっている

のは、文書が多分行方不明になるパターンですね。これは徹底していただかないといけ

ないと思います。わかりました。そのほか、総務課関係いかがでしょうか。 

   

Ｄ委員：表彰関係について、ファイル番号で言うと１０４からです。区功労表彰式だけが

移管となっていると。 

区の表彰等に関しては、基本的には保存するというのが、この選別基準の１５－２で

すね。これは主管課のものを収集するということになっているわけですが、このファイ

ルは例えば功労者表彰名簿とか、表彰を受けられた方のリストだということだと思いま

すけれど、これは廃棄になっているわけですね。これは主管課で別途名簿があるから、

ということで理解してよろしいですか。 

 

事務局：主管課からいただいているので、主管課も持っています。 
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Ｄ委員：総務課は、取りまとめて表彰式の御案内をお出しするだけということだから、主

管課のものを収集する、という条件に当たらないということですね。わかりました。 

 

Ａ委員：１８２番のところで、このＢ０１－０１－０５－０３ですが、０１がガイド名、

例えば総務部とか、それから次の０１が総務課、それで０５が係で０３が何か事業名と

かというように読み取るのですか。 

それで、総務課で持っている審査会は行政不服審査会だから職員の方は、審査会とい

えば、これだとわかるとようになっているのですか。具体的に教えてほしいのですが。 

 

事務局：おっしゃっていただいたお見込みのとおりで、Ｂ０１というのが、主に総務部と

いうのを表します。大体、どこの部署でも、一番最初、第１ガイドは部になっていまし

て、第２ガイドに課名が、次の第３ガイドにグループ名を入れるようにというような運

用にしておりますけれども、ここでいう０５が、当課でいうと法規グループに当たりま

す。 

 

Ａ委員：法規グループというセクションがあるのですね。 

 

事務局：はい。その次、０３というのが事業になりますので、それ以降につきましては、

主管課のそれぞれのグループで決めていただいているというようになっています。 

 

Ａ委員：１８２に即して、０３は今、何と表記されているのですか。 

 

事務局：行政不服審査会かと思われますが、今調べています。お待ちください。 

 

Ａ委員：ありがとうございます。なぜしつこく聞いているかといいますと、冒頭、委員長

から公文書等の移管の廃棄についての答申案の中に、ファイル名と文書内容が推測しに

くいという指摘は、委員会でもずっと出てきた話ですけれど、このガイドを表記してい

たら、わかりやすかったなと思ったわけです。 

それで、今、総務課の実態を聞いて、これが省略されているから、こういう文書件名

もわからないし、何を書かれているかフォルダだけではわからない、ということになっ

ているのかどうかを知りたかったということなのですが。 

 

事務局：０３は、本来であれば行政不服審査会になるのですが、このときは審査会として

おりました。 

 

委員長：そうすると、わからないですね。 

 

Ａ委員：それはわからないですね。そうすると、この指摘は合っているということですよ

ね。 



16 

委員長：そうですね。やっぱり、その部・課にいれば、うちで審査会といえば、行政不服

審査会でしょうかもしれませんけれど、よそから見るとわからないよ、ということです

ね。 

 

Ａ委員：ありがとうございます。 

 

委員長：そのほか、総務課関係よろしいでしょうか。 

 

（なし） 

 

委員長：では、次のページです、総務部の防災危機管理課、お願いいたします。 

 

事務局：防災危機管理課に移ります。まず、１７３番、豊島区防災会議資料、これは廃棄

から移管ということになっておりますが、防災対策基本条例の改正に係る立案請求があ

るため、移管としますということとなっております。 

  １７５番、豊島区防災会議委員就任依頼ですけれども、これは委嘱状が混在するた

め、これも移管にしますということになっています。 

  次、２つ、１８と５３は空フォルダですので、省略をいたしまして。 

  １１０番のその他ですけれども、これは平成２８年度東日本大震災に係る災害救助費

繰替支弁金等交付金交付決定通知書の収受起案「豊島区会計事務規則の特例に関する規

則」に係る立案請求の依頼の起案ということでございます。平成２８年度東日本大震災

に係る災害救助費繰替支弁金等交付金交付決定通知書の収受起案は移管対象にするとい

うことでございます。 

  １２５番、これもその他でございますが、収受起案は被災地救援等のために使用する

車両の取り扱いが主であり、起案は、消耗品の購入等の起案ということで、保存すべき

案件ではないため廃棄ということでございます。 

  次、１２７番、契約締結・請求・決定ですが、これは図書関係のものであるというこ

とで、保存すべき案件ではないため廃棄ということでございます。 

  １３７番、防災地図ですけども、防災地図に関する起案等ということで、成果物であ

る防災地図は起案に添付されていないという説明でございます。 

  １３８番のその他ですけれども、これは物品購入等の起案文書等ということで、定例

的な案件のため廃棄ということでございます。 

  １４５番のその他ですけれども、これは電気使用量の起案ということで、定例的な案

件のため廃棄ということでございます。 

  １５３番のその他ですけれども、これは防災行政無線関係の起案ということで、保存

すべき案件でないため廃棄ということでございます。 

  １６９番、契約です、印刷、購入、リース契約及び支出起案ということで、定例的な

案件のため廃棄ということでございます。 

  ２０８番の契約締結（伺）兼決定書ですけれども、これも印刷、購入、リース契約及
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び支出起案ということで、定例的な案件のため廃棄ということでございます。 

  説明は以上です。 

 

委員長：ありがとうございます。いかがでしょうか。 

  大丈夫ですか。移管で救えるのが出てきてよかったなと思います。危うく捨てるとこ

ろだったですね。よろしいですか。 

 

（なし） 

 

委員長：では、次の施設管理部財産運用課の部分です、お願いします。 

 

事務局：財産運用課です。２６番、２７番、２８番です。これはいずれも回答としまして

は、１年単位の使用許可同様の貸付契約であり、毎年１年単位で契約更新しており、契

約終了後５年保存としているということで、保存の必要がなくなったため廃棄、同じ理

由でございます。 

  次に、３番、処理中の文書ですけども、中身は会計課へ提出する財産調書の決定文書

であるということで、保存の必要がなくなったため廃棄ということでございます。 

  最後は、空フォルダということで。説明は以上です。 

 

委員長：３番、意味がわからないのですけれど。処理中の文書で会計課に提出する財産調

書の決定文書なのだけれど捨てていいという。処理中の決定文書を捨てる。会計課へ提

出する決定文書なのか。これ、まだ提出してないということでしょうか。 

 

事務局：確認します。 

 

委員長：そうですね、書き損じなら、まあ百歩譲ってわからないでもないのですが。その

ほか、よろしいですかね。 

 

（なし） 

 

委員長：では、続いて、施設管理部施設課ですね、お願いします。 

 

事務局：施設課です。１番につきましては、空フォルダというところで省略をさせていた

だきます。 

  次の１番です、これは設計図Ⅰということですが、設計図、これは総務課で記入した

回答になります。設計図Ⅱのフォルダも過去には存在していたが、空フォルダであり、

既に廃棄されているということでございます。 

  ２番につきましても、空フォルダですということですので、省略させていただきま

す。 
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  ２番と３番につきまして、工事起工書（国・都補助金・起債関連）ほかということで

すが、これも総務課のほうで空フォルダということでさせていただいているところで

す。 

  ６番の建材中石綿調査です。ほかの文書で内容を確認できますかという質問ですが、

施設事務システムで各施設の結果は全て保存されているということでございます。よっ

て、廃棄ということになります。説明は以上となります。 

 

Ａ委員：ファイルナンバー６のところの説明の回答ですけれど、施設事務システムで各施

設の結果は全て保存されているということですが、だからこの石綿調査は廃棄できると

いう理由のように受けとめられるのですけれど。 

この施設事務システムというのは、施設管理部の方しかアクセスできないシステムな

のでしょうか。 

 

事務局：これは、施設を持っているところにつきましては、各課でアクセスをできるよう

になっているものです。 

 

Ａ委員：では、学務課とか、保育園とか、そういうところはアクセスできる。 

 

事務局：総務課で言いますと、文書倉庫なども持っておりますのでアクセスできます。も

ちろん、ほかの課の施設も検索できるようなシステムになっております。 

 

Ａ委員：そうすると、これはよく皆さんが言っているドライブというか、そこの中から派

生しているシステムなのですか。 

 

事務局：これは職員ポータルの中に別の入り口がありまして、そこから入っていくシステ

ムです。 

 

Ａ委員：わかりました。 

 

委員長：ありがとうございます。これは、先ほどあった学校関係と同じように、このシス

テム自体の保存期間というか、管理・運用が文書管理の網とずれていると困るので、そ

こは御確認いただいたほうがいいと思います。 

 

事務局：先ほど、学校施設課のアスベストということであったわけですけれど、それは、

これを表現していたところでございます。各所管課は予算を確保しまして、施設課に執

行委任し、アスベスト調査をした結果はこういう情報で全て管理されている。施設があ

る限り、施設整備課で管理を行っているというのが現状でございます。 

 

委員長：なるほど。ありがとうございます。 
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Ａ委員：すみません、それと、この廃棄は何を廃棄するのですか。回答がないからわから

ない。 

 

委員長：何を捨てるのでしょうね。御確認ください。 

 

事務局：確認します。 

 

委員長：あとはいかがでしょう。１番、２番で、廃棄理由で、紙文書は保存年限が違うの

で移管予定なのですけれど。別フォルダが立っていて、そこに紙文書がひもづいてい

て、そっちが移管予定という説明ですか。 

 

事務局：文書管理があまりうまくいってないようで、施設１つ当たり２０箱ほどの図面な

どがあって、それについては執務室でずっと保存していて、フォルダ名というか、これ

で言うと西池袋中学校と書いてある箱が大量にあって、特に設計図Ⅰということではな

く、それは保存されている状態のようです。 

  それについての台帳があるかどうかというのはわからないのですけれども、箱は存在

しているよ、という報告を受けておりまして、それについては、執務室が手狭になって

きたから、引き取ってくれないかと言われておりまして、目録化のほうに回っていくこ

とになるのですけれども。 

  この設計図ⅠとかⅡとかというのは、一応フォルダはつくったけれども、空フォルダ

だそうです。特に使ってないとのことでした。ですから文書管理システム上に特にひも

づいてない。 

 

委員長：けれど、箱の中に文書がいっぱいあるということですよね。 

 

事務局：はい。そして、それはもう移管対象に間違いないので、移管のお約束をいただい

ております、という状態になっております。 

 

委員長：現用文書として、リスト上にないものが突然移管されるという困った事態が発生

するので、今の現用文書として、リストの中に載せておいてもらわないと。 

 

事務局：はい。それで、これは空だけれども、一応、移管という形になりました。 

 

委員長：何でしょう、データとしては空だけれど、紙文書は存在しているわけですよね。 

 

Ｃ委員：そうしたら、このフォルダと紙文書とをひもづけをして移管するというのが、一

番早計ですよね。 

 

事務局：この施設建設を行いますというので、主管課では必ず施設課に執行を依頼してお
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ります。アスベスト調査、建設に関わることは全てです。設計ですとかそういうものに

ついては、当然予算を組んでいる主管課に引き継がれます。 

財産も当然のことながら、引き継がれるというシステムになっております。 

  基本的には、その台帳となる成果本は、予算を持っている学校施設課ですとか、保育

園課ですとか、施設を持っている課が竣工図等は持っております。 

  この施設課のフォルダにつきましては、維持メンテナンスをするに当たって、このよ

うな施設情報システムですとかで、どのようなことをやっているかというのを一応管理

しているとのことです。それで、何か不具合等が生じた場合に、協議の上、改修工事を

行うというような段取りになっていて、主管課のデータや竣工図等があれば、それを保

存しておくという形です。 

 

Ａ委員：事務作業上、多分、図面とか、契約締結とか、建築の３０年とか、４０年という

ものが箱に幾つかあるので、それは保存されていると。 

一方、この施設事務システムの中に、図面などがあり、それはわかるようにはなって

いるのだとは思うのです。 

  だから、今説明のあったように、原課が責任を持って持つものと、委託されたものと

が分かれていて、今、委員長とか委員の方がおっしゃったのは、これを廃棄しちゃっ

て、本当に何かそういうことがわかるのかどうかということですよね。 

   

事務局：確認はしてみたいとは思うのですけれども、その上で廃棄となっています。１

番、２番、３番については、移管する方向で考えたいと思っています。 

 

Ａ委員：はい、わかりました。調整されるということですね。 

 

事務局：はい。最後の建材中石綿調査のフォルダの中に入っているものですけども、確認

しましたところ、契約・支出案件の書類が入っているということでした。 

 

委員長：契約・支出であれば、５年で保存年限が切れて問題ないですね。調査結果とかが

入っていればまずいので、ほかにありますかという聞き方をしてみたのです。わかりま

した。 

  では、１、２、３につきましては、御確認をいただいてということにしたいと思いま

す。 

   

Ｄ委員：設計図書とか、構造図面に関しては、確かに、電子システムには入らないとか、

普通のファイルにとじられないとかという事情は、それは当然あるとは思うのですが、

文書管理規程上では、別に定めのある場合を除いて、文書管理システムにより行うとな

っているわけなので、紙文書がシステム上になくて、空フォルダになっているという事

態は、やっぱりちょっとおかしいはずなのです。なので、例えば、その設計図書や構造

図面の一覧表ぐらいは入っていてもいいのではないかという気はするのです。 
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もちろん、どういうものなのかというところは、ちょっとわかりませんので、それは

それぞれ御工夫いただく必要はあるかもしれませんけども、そもそもシステムにより行

うものとするという、その規程の趣旨をもう少し踏まえて運用をお願いしたいなと思い

ます。 

 

委員長：施設課関係、よろしいでしょうかね。 

 

（なし） 

 

委員長：では、区民課です。お願いします。 

 

事務局：区民部区民課になりますが、まずは、ファイルナンバー１００番から１７５番ま

では空フォルダということになりますので、省略いたします。 

  ２２６番、その他会議ですけれども、これは異動窓口分科会に関するフォルダという

ことで、定例的な文書のため、廃棄ということになります。 

  その次、２２７番のその他ですけれども、これは都知事選に関する通知文書というこ

とで、保存の必要がなくなったため廃棄ということでございます。 

  次に２２８番から２４３番まで空フォルダということでございます。 

  ２４４番の会議ですけれども、これは住居表示事務研究会というような会議であると

いうことで、定例的な文書のため廃棄ということでございます。 

  ２４６番の証明ですけれども、住居表示不定証明ということで、これも定例的な文書

のため廃棄ということでございます。 

  その次、２４９番、２５０番は省略をいたします。 

  ２５１番のその他ですけれども、これは戸籍附票最終住所消除についてということ

で、これも保存の必要がなくなったため廃棄ということでございます。 

  次、２５４番のその他ですけれども、これはマイナンバー関係の予算流用についてと

いうことで、保存の必要がなくなったため廃棄ということでございます。 

  ２５５番のその他ですけれども、住民票コードの修正について、これも保存の必要が

なくなったため廃棄ということでございます。 

  ２５６番は省略いたしまして、２５７番のその他ですけれども、これは法務省との情

報連携端末についてということで、保存の必要がなくなったため廃棄ということでござ

います。説明は以上です。 

 

Ａ委員：２５７番ですが、ファイル名が不適切で判断できない。その他でくくられてい

て。法務省との情報連携端末についての何か文書が入っているのですよね。３年たって

いるから、もうそれは保存の必要がないと。それは別に無くても現在の執務上、問題な

いという判断だと思うのですが、法務省からの情報連携端末の仕組みを今も使っていら

っしゃるのですかね。それとも、この廃棄する年だけ使わせて、というのがきて、アク

セスできて、その後は閉じて、別にこの文書は無くてもいいというのか、それともそれ
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以後ずっと法務省と継続的な使用になっているから保存の必要はないという、そういう

ことですか。何かよくわからない。 

 

委員長：いかがでしょうか。 

 

事務局：フォルダの中を確認いたしましたところ、通知文書しか入っていません。 

 

委員長：通知文書をやりとりしただけですかね。 

 

Ｄ委員：だから定型的、定例的な文書なのでしょうね。 

 

事務局：そういうものを適切に管理してくださいという通知だけです。 

 

Ｄ委員：それなら不要ということですね。 

 

委員長：同じような意味合いで２５１番ですが、これも通知文書ですかね。戸籍附票最終

住所消除、消除はしてはだめな気がするし、附票自体、１５０年保存に変わりました

が。何か通知が法務省から来たのかなという気がしないでもない。 

 

事務局：起案の中身を今ちょっと見ています。 

転出届はありながら、いまだに転入通知が未着の住人について、住民票と戸籍附票の

記載を一致させるために、本籍地市区町長で、戸籍附票の最終住民登録地である豊島区

住所の消除依頼を送付する、というのを何度かやっているということのようです。 

 

Ｄ委員：附票の記載事項を消除しますよ、という決裁書類であって、附票自体は残るわけ

ですから、決裁書類は処理が終わったら要らないですよ、ということじゃないですか

ね。 

 

事務局：そうですね。 

 

委員長：ただ、附票上、最終住所が消除される原因が今のフォルダに入っているのですよ

ね。 

 

Ｄ委員：附票に書くのではないですか、何月何日これこれで削除と。 

 

委員長：そうですね。そうしたら、残ります。では大丈夫だと思います。 

 

Ｄ委員：付帯理由は、附票に記載されますから大丈夫だと思います。 
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委員長：はい。区民課、そのほかいかがでしょうか。では、税務課、お願いします。 

 

事務局：それでは、税務課です。 

  まず、４番、国・都の負担金及び補助金関係書になります。国事業に係る補助金のた

め該当しないという回答でございます。 

  １９１番、未使用公文書ということですが、滞納処分調書（執行見送り）ということ

で、特別選別基準及び一般選別基準に該当しないため廃棄ということでございます。 

  ３１３番、リームスＱＡ票ということでございますが、「リームス」とは、財務シス

テム名であると、システムに対する質問を業者にするときに作成するＱＡ票を保存して

いるということで、保存の必要がなくなったため、現在使用をしていないという理由で

廃棄ということでございます。 

  ４６５番、文書ですけれども、公印事前押印申請起案、それから区指定寄附金指定団

体の決定通知・東京都区政課からの事務連絡等というもので、保存の必要がなくなった

ため廃棄ということでございます。 

  ４６８番、新規・拡充ということですが、企画課から通知された次年度実施用新規・

拡充事業の提案についての通知及び事業提案書類ということで、これも保存の必要がな

くなったため廃棄ということでございます。 

  ３０２番、国・都の負担金及び補助金関係書ということですが、国事業に係る補助金

のため該当しないということで廃棄ということでございます。説明は以上です。 

 

Ａ委員：すみません。さっきもお聞きしたのですが、施設事務システムは、Ｘドライブで

したか、ポータルとつながっているということですけれど、この税務システムもつなが

っているのですか。 

 

事務局：税務システムは、かなりの個人情報が含まれているので、見られる人は、限定さ

れています。 

 

Ａ委員：所得とか、そういうのも載ってくるからという意味ですよね。 

 

事務局：はい。 

 

Ａ委員：そうすると、それは単体で機能している、税務課の職員だけがアクセスできると

いうシステムなのですか。 

 

事務局：普通、国民健康保険課とか税務情報を必要とする課の職員は見られると思います

けれども、オープンになっているシステムではないです。 

 

Ａ委員：では、こういうポータルとは結びつかず、税システムというのは、単体であっ

て、必要とする課だけがアクセスできるということになっているということですか。 
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事務局：はい。 

 

委員長：職員によって、アクセスできるかどうかが変わるわけですよね。ログインすると

きの職員の番号とかによって、税務課の職員ならば行けるけどと、そういうイメージで

すか。 

 

事務局：はい。 

 

Ａ委員：そういうシステムを総称するのは、Ｘドライブと皆さんが一般的に言っているも

のですか。 

 

事務局：Ｘドライブではないです。 

 

Ａ委員：ではそれは、ここの最終の指摘のところに載ってくる文書管理システムとして認

識していいのですか。 

 

委員長：いわゆる文書管理システムと税務システムというのは別です。 

 

事務局：住民記録ですとか、戸籍の関係ですとか、全て別です。 

 

Ａ委員：文書管理とはつながってないということですよね。 

 

委員長：文書管理システムというシステムとは別に、税のシステムの中で文書管理がされ

ているわけです。 

 

Ａ委員：そういう意味ですか。 

 

委員長：はい、そうです。戸籍に関しては国の戸籍法の定めがありますので、戸籍法にの

っとった戸籍のシステムの中で管理されているという認識ですね。 

  では、このページいかがでしょうか。大丈夫でしょうね。ファイル名を何とかしてほ

しいです。フォルダ名、文書とは大胆だなと。次は、国民健康保険課ですね。お願いし

ます。 

 

事務局：国民健康保険課です。 

  ３番の国・都の負担金及び補助金関係書ですけれども、国保は法定事業であり、区独

自事業ではなく、記録を残す価値なしということで、法定事業のため廃棄ということで

ございます。 

  ６４番、東日本大震災一部負担金等免除ということですが、起案文書と免除証明書と

いうことでございます。申請書等の書類は別途保存しているということでございます。 
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  次、１７２番、不当利得収納未済関係綴というものですが、出納閉鎖作業時資料とい

うことでございます。他フォルダと統合予定ということでございます。 

  １８０番、高額不当ということでございますが、調定の際の起案文書と資料が入った

フォルダであるということです。債権は別途管理しているため不要ということでござい

ます。 

  ２２６番、解除ファイルですが、居所調査対象者の解除ということでございます。こ

れは不要のため廃棄ということでございます。 

  次は空フォルダですので省略をいたします。 

  ３１５番、公害求償原議ということですが、これは５年に保存年限を修正するという

ことでございます。 

  ４１３番、これも解除ファイルということでございますが、居所調査対象者の解除と

いうことですが、これも不要のため廃棄ということでございます。 

  ４１６番、３Ｐ返戻依頼ですね。これは住民記録所管への複写式調査依頼書というこ

とですが、これは現在使用していないため廃棄ということになります。 

  ４６４番、東日本大震災減免ということですが、起案文書と減免通知書ということに

なります。罹災証明書のみ次年度に継続使用して引き抜くため、このフォルダに関して

は廃棄ということでございます。 

  ５３９番、「高額」減免＆ａｍｐ；調査回答という、これですけれども、誤植という

ことでございます。説明は以上です。 

 

委員長：３番の廃棄理由で、法定事業のため廃棄と。この廃棄理由には多分ならないです

ね。戸籍だって法定事業ですけれども、考えてみると。 

 

事務局：確認いたします。 

 

Ａ委員：この回答文の認識の話になるのですが、表現ですけれど、国保は法定事業であ

り、区独自事業ではないから記録を残す価値なしという、この表現はいかがなものか

と。こういうふうに言い切って、本当に仕事に向き合っていいのかと思うので。記録を

残す価値、まあ、必要がないという意味ではわかりますが、国から言われてやっている

から仕方なくと伝わってしまうのですが、そうではないと思いますので。 

 

事務局：そうですね。答申書に別冊でつけるに当たっては、これまで御指摘いただいてい

る部分も含めて、回答の表記については、工夫した上で表記する必要があると思ってい

ます。 

  また、次年度以降については、回答をもう少し総務課のほうで精査した上で、この審

査会のほうにお示しできるように、努力したいと思っていますので、今回は申し訳ござ

いませんが、御容赦いただきたいと思います。 

 

委員長：いえいえ、はい。 
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Ａ委員：今の姿勢でよくわかりましたけど、正直な姿勢はいいと思うのです。ああ、こう

いうふうに考えてやっているのだとか、こういう気持ちで、ということがわかるという

意味では、非常に何か飾らなくて伝わりやすいというのはそのとおりなんですけれど、

だからこそ、やっぱり本当にそれでいいのかというふうに受けとめてもらえればありが

たいなと思います。 

 

Ｄ委員：同感です。 

 

委員長：では、そうですね、３番のところがちょっと保留。 

 

Ａ委員：それで、６４番ですけれど、申請書類等の書類は、別途保存しとなっています

が、ほかにあるのですか。 

 

事務局：あります。別のフォルダがあります。 

 

Ｄ委員：その申請書票は、免除の原因が続く限りは保存しなければいけないので、だか

ら、廃棄に入ってない可能性もありますよね。 

 

事務局：そうですね。ここは免除関係の起案文書と証明書が入っていて、免除の申請書に

関しては、申請書というフォルダが別にあって、そちらは今回の廃棄には上がってきて

いないので。 

 

Ｄ委員：多分、免除原因がある限りはずっと置いておかなければいけないので、だから、

まあ１０年とかですね。 

 

Ａ委員：期限が来てないから、ずっと継続してあると。 

 

Ｄ委員：はい。その免除原因が終わってから１０年とかじゃないですかね、多分。 

 

委員長：負担金なので、自治法上、５年時効です。 

 

Ｄ委員：５年ですか。だから、その負担免除原因がなくなってから５年ですね。 

 

委員長：なので、年度ごとに免除は５年で時効になるので、もう５年たったら免除しまし

たというのはなくなってもいいけれど、その人が免除対象者ですというのは、免除制度

がある限り残ってなければいけないので、申請は残っていますという理解だとどうで

す。 

 

Ｄ委員：そういうことなのですね。 
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委員長：別フォルダ、一応確認しましょうか、これも。 

 

事務局：はい、確認いたします。 

 

委員長：では、よろしいですかね。 

 

（なし） 

 

委員長：それでは、高齢者医療年金課です。お願いします。 

 

事務局：高齢者医療年金課です。 

  ファイルナンバー４番です。国・都の負担金及び補助金関係書です。国事業に係る補

助金のため該当しない（後期高齢者医療制度のシステム改修にかかる補助金）というこ

とになります。選別基準の対象にならないため廃棄ということでございます。 

  ３２番、人事関係ですけれども、非常勤職員の服務関係書類ということで、これも選

別基準の対象にならないため廃棄ということでございます。 

  ２２０番、契約締結ですけれども、通常業務に伴う定例的な物品購入契約、業務委託

契約ということで、これにつきましては、選別基準の４（１）に該当する。 

 

Ｄ委員：該当するならとっておかなければいけないですね。 

 

委員長：でも、捨てるほうの４（１）で合っている。 

 

Ｄ委員：４（１）はネガティブな選別事由で、該当したら選別しないというものなので、

これはこれで大丈夫ですね。定例的なものなのだろうと。 

 

委員長：はい。 

  では、高齢者医療年金課、３件いかがでしょうか。大丈夫ですか。まあ、言われれば

そうかというふうな言い方になります。 

  では、東部区民事務所ですね、２件、お願いします。 

 

事務局：東部区民事務所です。 

  ９０番、事故報告書です。これは軽易な事案のみということで、紙文書のみですの

で、軽易な事案のため廃棄ということです。 

  １１１番、契約締結請求書、契約締結（伺）兼決定書・契約書・請書ですけれども、

消耗品の購入、施設修繕等の単発契約ということで、保存の必要がなくなったため廃棄

ということでございます。説明は以上です。 

 

委員長：はい、よろしいですかね。簡単な契約みたいなもの。 
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  では、次、西部区民事務所です。お願いします。 

 

事務局：西部区民事務所。 

  ３９番、プロポーザル契約ですけども、業者選定委員会の経過ということで、契約関

係の資料であるということで、これは移管となります。説明は以上です。 

 

Ｃ委員：この契約というので移管になっているのが、そもそもどうしてこうなっているの

かというのはちょっと疑問に思いました。先ほどの４－１だと捨てるような、契約など

の通常業務に係る定型的なものというのは、捨てるはずじゃないかなと思って。で、７

－１というのはなぜか移管になっていて、ファイル名と中身が、ちょっとイメージが結

びつかなくて、どうしてなのだろうかというのでお聞きしたいと。中身としては、この

業者選定委員会の会議記録みたいなものだったので移管するということだったのです

ね。ほかにも、こういうフォルダ名がたくさんあったのに、どうしてこれだけ移管にな

っているのかというのが、とても不思議に思っていました。 

 

委員長：そうですね。これ、先ほどのガイドの話で、この選定委員会だというのは、ガイ

ドでわかるのですか。 

 

事務局：いえ、わからないです。単純に契約というガイドの中にプロポーザル契約という

ファイルがつくられていて、その中に入っている部分。数字見ただけだと選定委員会か

どうかというのはわからないです。 

 

Ｃ委員：そうですか、そうすると、フォルダ名にプロポーザル契約業者選定委員会とか入

れておかないと。 

 

委員長：はい。では、その点を注意していただくということでよろしいですか。 

 

事務局：これ、本当に移管する必要があるかどうか内容をもう一度改めて確認します。 

 

Ｃ委員：７－３というのが。 

 

事務局：プロポーザル契約の選定委員会の経過は、いろんなところでやっていると思うの

ですが。 

 

Ｃ委員：議会、行政委員会、審議会、主要会議等ですから、結構、ハイレベルな業者選定

委員会というのがあるのだろうかなと思いますが。 

 

委員長：そうですね、確認してみたほうがいいかもしれないですね。 

それでは、次へいって大丈夫ですか。 
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（なし） 

 

委員長：生活産業課です。お願いします。 

 

事務局：生活産業課です。 

  ４７番につきましては、空フォルダですので省略をさせていただきます。 

  ５０番、公衆浴場・利用促進支援事業ですけれども、平成２５年度開始事業というこ

とで、２年目で拡充はしていない事業であるということで、保存の必要はないというこ

とでございます。 

  １０番から３９番まで空フォルダですので省略をいたします。 

  ５１番、公衆浴場・その他ですけども、東京都公衆浴場入浴料金統制額の指定という

ことで、東京都の通知、これは定例のものであり、保存の必要なしという判断でござい

ます。 

  次に、５４番、勤サ・その他ということですが、役員（理事）の推薦ということで、

これも定例文書、保存の必要なしということでございます。 

  次、８１番は空フォルダですので省略いたします。 

  １０６番、金融相談員等報酬支出ですけども、非常勤職員報酬の誤支給の是正と過払

金の歳入ということで、定例文書、保存の必要なしということでございます。 

  １３１番、その他（商工係庶務）ということですが、研修視察、ホームページ改修

等。定例文書、保存の必要なしということでございます。 

  最後、２つは空フォルダですので、省略いたします。説明は以上です。 

 

Ｃ委員：公衆浴場・健康づくりモデルですとか利用促進支援事業というのは、空フォルダ

だったり、２年目のもので新規性がないというようなことだ、ということは理解したの

ですが、このモデル事業とか、この支援事業とかを立ち上げたときのファイルというの

は、これ重要公文書として移管されるような対象になっているのですか。これより前な

ので、もう既に選別がされていると推測されますけども。 

 

事務局：これより前に保存年限がなくなっている可能性はあるかもしれないですが。 

 

Ｃ委員：たしか、お風呂屋さんに燃料費を補助するとかでしたか。 

 

委員長：あ、違います。 

 

Ｃ委員：違いましたか。 

 

Ａ委員：多分そうですよね、モデル事業。 
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委員長：お風呂券とか。 

 

Ｂ委員：一年に幾らとか何枚とかというのが。私、今まで申請したことないのでわからな

いのですけれど、結構、お年寄りは、お孫さんを連れていくのにすごく楽しいわよと、

みなさんおっしゃってました。 

 

Ａ委員：なるほど。そうすると今もやっているというものですかね。 

 

Ｂ委員：それだとしたら、今もありますから。５時過ぎになると、お風呂屋さんの前に結

構人がいます。 

 

Ｃ委員：区としてのコミュニティーづくりみたいなものですか。 

 

Ｂ委員：それと、ひとり住まいの方は、おうちでいちいち沸かすよりはお風呂屋さんに行

った方がいいので。 

 

Ｃ委員：お風呂屋さんという、すばらしいコミュニティー。 

 

Ｄ委員：銭湯が多いから、多分それに対する支援も兼ねてということですよね。 

 

委員長：この事業自体も、最初のものがあるかどうかを御確認いただいたほうがいいかも

しれませんね。 

 

事務局：はい、確認いたします。 

 

Ｃ委員：４７は、これはもう空だということなのでといいと思いますけれども。 

 

委員長：この年はもうしようがないですけどね。 

 

Ｃ委員：５０は、もし古いのがなかったら２年目でも、もしかしたら要るかもしれない。 

 

委員長：はい。 

  そのほか、いかがでしょうか。 

  すみません、１０６番ですけれども、これ、定例文書と書かれているのですが、報酬

の誤支給は定例なのですか。 

 

事務局：そうですね。定例であっては困るので。 

 

委員長：困りますよね。まあ、弁償だから、５年たっているからいいといえばいいような
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気もする。この説明だと困るなという気がしますが。 

 

事務局：はい、わかりました。 

 

委員長：はい、お願いします。 

  そのほか、生活産業課、いかがでしょうか。大丈夫ですか。 

 

（なし） 

 

委員長：文化デザイン課に進みます。よろしくお願いします。 

 

事務局：文化デザイン課。 

  ９番につきましては、空フォルダですので省略をいたします。 

  １８番ですね。にしすがも創造舎普通財産使用許可です。平成２８年３月３１日まで

ということで、保存年限満了のため廃棄ということでございます。 

  ４１番、協定・負担金支出ですけども、「としまアートステーション」の実施に関わ

る協定、「としまアートステーションＺ」の管理協定でございます。これについては、

移管ということでございます。 

  ９７番のその他ですけれども、としま未来文化財団に関する事項で、会場使用の協議

書、助成事業への副申書、ロゴ掲載依頼、不用品（楽器）の売却についてということ

で、保存年限満了のため廃棄ということでございます。 

  １１７番、契約・支出ですけれども、「庁舎まるごとミュージアム」展示にかかる経

費の契約と支出の起案ということですが、保存年限満了のため廃棄ということでござい

ます。 

  ３番、文化芸術創造支援事業（旧朝日中学校）に係る実施協定書の締結（更新）につ

いてということですが、平成２３年３月３１日までということで、紙文書に、事業に関

係する資料があるので、これを移管しますということで移管ということになっておりま

す。説明は以上です。 

 

委員長： １８番で、平成２８年３月３１日までが貸付期間で、保存期間はいつからスタ

ートしていますか。貸付契約のときから保存期間５年。 

 

事務局：契約期間終了から５年経過していないので、貸し付けのときからなのか。 

 

委員長：この契約が何年契約かよくわからないですけれども、契約期間がやたら長い文書

も、７０年とかいうのも後のほうに出てきたと思いますが、契約だから５年とか１０年

で捨てていいよねと言われると、かなり困ったことが。契約期間中に契約文書がなくな

るという不思議なことが起こりかねないので。 

１８番に関しては終わっているからいいと言えばいいんですが、ちょっとその契約文
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書の保存期間の数え方について、どのような考え方を。 

 

Ｄ委員：単純に考えれば、平成２７年４月１日ということになりますね、多分。この年度

末が平成でいえば３２年になりますから、５年が経過していると。となると、１年間だ

け使用許可を出して、しかも、そんな保存期間の計算をして捨てるというのは、何かす

ごい計算になりますよね。 

そもそも、この「にしすがも創造舎」というところの使用許可がどうなっているかわ

からない。その使用承認と貸し付け、始期を知りたいですね。 

 

委員長：そうですね。私の聞き方がちょっとよくなかったですね。ちょっと、これも確認

をしていただいたほうがよさそうですね。 

 

事務局：はい。 

 

委員長：同様のことで、４１番の協定・負担金で、協定期間は、これ一年協定ですか、４

１番。一年更新とか。 

 

事務局：調べてみます。 

 

委員長：はい、すみません。 

  文化デザイン課、そのほかよろしいですか。 

 

（なし） 

 

委員長：では、次のページの文化観光課、お願いします。 

 

事務局：文化観光課。１２９番ですが、これは空フォルダということですので省略いたし

ます。 

  ９６番、並木ハウス賃貸借ということですが、４月１日から翌年３月３１日までの賃

貸借契約を毎年締結。期間満了の際、協議の上、契約を更新。当該フォルダには、四半

期ごとに支払う賃料の支出起案を格納しているということで、保存年限満了のため廃棄

ということでございます。 

  １３１番、トキワ荘基礎調査ということですが、調査内容は、報告書として、まとめ

られております。フォルダ内の文書は、契約、支払い等に関する文書です。調査内容と

は異なりますということで、保存年限満了のため廃棄ということでございます。 

  説明は以上です。 

 

Ａ委員：トキワ荘はつくりましたよね。開館がコロナでずれていますが。花咲公園でした

か。 
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それで、基礎資料を廃棄して大丈夫ですか、と聞いている内容に、調査内容は報告書

としてまとめられていますと。どこかに報告書はあるのですね、ということが一つ。 

それと、フォルダ内の文書は、契約と支払いという経理に関する文書で調査内容とは

異なりますと。しかし、フォルダ名は「トキワ荘基礎調査」となっているのですが、ど

ういうことでしょう。 

 

委員長：多分「基礎調査委託」とかなのだと思うのですが。 

 

Ａ委員：そういうことだったのですか。基礎調査委託の部分で、調査書自体は報告書とし

てまとめられて、これは、アーカイブスか何か、そちらで保存されているということな

のですよね。報告書には、割と細かく載っているのですか。 

 

事務局：私、ちょっと以前に担当しておりまして。報告書として、まとめられておりまし

て、報告書には委託先のどこそこが調査を行ったということで記載はしてございます。 

 

Ａ委員：やっぱり、そういうような報告ですか。経費も載ったりしている。 

 

事務局：経費は報告書には載ってないです。 

 

Ｄ委員：これ見ますと、リスト１２７、トキワ荘通り協働プロジェクトとかのトキワ荘の

ものが結構出てくるのですよ。お休み処運営委託開設所とか、この辺は全部移管されて

いますので、そっちで、多分事業の内容はわかるという前提じゃないかと思うのです。 

 

委員長：はい、よろしいですかね。 

 

Ａ委員：はい。 

 

Ｃ委員：１２９番のほうは、これ、２３年度から、多分、２０１１年度からやっていると

いう話ですけれども、こちらのほうの企画をした当時のものは移管されている。 

 

事務局：確認いたします。 

 

委員長：そうですね。ただ、このプロジェクト自体は残したほうがいいような気がするの

で。 

 

Ａ委員：そうですよね。 

 

Ｃ委員：漫画家さんが住んでいて、この間デビューしたとかいうのは、ウェブに出ていま

したけども。 
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Ｄ委員：その何か一連の続きが、多分あるのでしょう。 

 

Ｂ委員：漫画の本になっている方とか、どこか東武鉄道でしたか、電車のデザインをした

とか。 

 

Ａ委員：それは移管されて、どこかに確認できるものがある。 

 

Ｂ委員：あると思いますね。 

 

Ｄ委員：まだ、廃棄年限がきていないのではないですか、事業中ですから。 

 

委員長：はい。では、文化観光課、よろしいですかね。 

 

（なし） 

 

委員長：続いて、学習・スポーツ課です。説明をお願いします。 

 

事務局：学習・スポーツ課。 

  １０番です。協定締結関係でございます。豊島区立地域文化創造館指定管理者との年

度協定書になりますということです。毎年取り交わす定例的協定であり、保存年限満了

により廃棄ということになります。 

  次、３３番、貸付（旧大明小学校）です。これは、貸付期間は１年間でしておりま

す。保存年限満了したため廃棄ということでございます。 

  ３９番、庶務、江戸川乱歩ですが、これは廃止事業ということで、江戸川乱歩記念感

想文コンクール事業が存在していたときに使用していたということで、事業終了し、保

存年限も満了したため廃棄ということでございます。 

  ５３番、その他ですけれども、定例的業務とは異なり、突発的に発生する雑務を分類

する際に使用ということで、軽微な案件のみであり、保存年限満了したため廃棄という

ことでございます。 

  ６７番の修繕関係ですけれども、区有財産の内容の変更に関する事項は含まれていま

せんということで、これも同じく軽微な案件のみであり、保存年限満了のため廃棄とい

うことでございます。 

  ７２番、その他ですけれども、これは定例的業務とは異なり、突発的に発生する雑務

を分類する際に使用ということで、こちらも軽微な案件のみであり、廃棄ということで

ございます。 

  ７８番のその他ですけれども、これも定例的業務とは異なり、突発的に発生する雑務

を分類する際に使用ということで、軽微な案件のみということでございます。 

  ９３番、ファイル基準表です。これは、ほかの文書で内容を確認できますかというこ

とで、確認はできますということで、保存年限満了したため廃棄ということでございま
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す。 

  １００番、事故簿他ということですが、重大事故は含まれていないということで、軽

微な案件のみで、保存年限満了のため廃棄ということでございます。 

  １８０番のその他ということですが、定例的業務とは異なり、突発的に発生する雑務

を分類する際に使用ということで、これも軽微な案件のみであり、保存年限満了のため

廃棄ということでございます。 

  ２６６番の事故報告書ですが、これも重大事故は含まれていないということで、軽微

な案件で廃棄ということでございます。 

  ２６９番の事故報告書ですが、これも重大事故は含まれていないということで、軽微

な案件だけで廃棄ということでございます。 

  ２７５番のその他ですけれども、これは定例的業務とは異なり、突発的に発生する雑

務を分類する際に使用ということで、軽微な案件のみで廃棄ということでございます。 

  ７と８、委員の委嘱、それから任命及び退職関係ですけれども、豊島区生涯学習推薦

協議会委員の委嘱及び豊島区非常勤職員（生涯学習指導員）の退職についてのフォルダ

ということでございます。２年を任期とした協議会委員の定例的に行われる委嘱並びに

非常勤職員の普通退職に関する文書であり、保存年限満了したため廃棄ということでご

ざいます。説明は以上です。 

 

委員長：はい、ありがとうございました。いかがでしょうか。大丈夫そうですか。 

 

（なし） 

 

委員長：では、図書館課、よろしくお願いします。 

 

事務局：図書館課。 

  ３０番の事故簿ですけれども、これに重大事故は含まれていないということで、保存

の必要がなくなったため廃棄ということでございます。 

  ４１番、そよかぜ文庫予約申込綴（未配送分）ということですが、未配送分を廃棄し

て大丈夫かということで、配送不要となった申込書のみということで、保存の必要がな

くなったため廃棄ということでございます。 

  １６９番、事故簿ですが、これも重大事故は含まれていないということで、保存の必

要がなくなったため廃棄ということでございます。 

  ２９４番、情報セキュリティ（事故発生報告書）でございますが、これも重大事故は

含まれていないということで、保存の必要がなくなったため廃棄ということでございま

す。説明は以上です。 

 

委員長：はい、ありがとうございました。いかがでしょうか。大丈夫ですか。 

 

（なし） 
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委員長：では、次のページに行きまして、ごみ減量推進課です。お願いします。 

 

事務局：ごみ減量推進課。 

  ８３番です。新資源、事故報告書。これは重大事故が含まれていないということで、

資源回収業者が業務の履行中に発生してしまった車両等の事故に関する報告書というこ

とです。 

１０２番、拠点回収事業、ルールⅢです。「ルールⅢ」とは、東京ルールⅢのことを 

指し、循環型社会を形成していくための都独自のルールでⅠ・Ⅱもありました。Ⅲにつ

いてはペットボトル回収のあり方について定められているということでございます。他

課との違いはありません。「原義」という言葉を使用することが誤っているため、今後

改めますということでございます。参考としまして、東京ルールⅠ、行政による資源回

収の徹底、ルールⅡ、事業者による望ましい自己回収システムの確立ということでござ

います。廃棄理由としましては、東京ルールⅢ、平成２６年度事業終了ということで廃

棄ということになります。 

  １９９番、その他ということでございますが、有料ごみ処理券事業に関する支出関係

ということでございます。定例的な文書であり、重要公文書に当たらないため廃棄とい

うことでございます。説明は以上です。 

 

委員長：はい、ありがとうございました。大丈夫ですか。 

 

（なし） 

 

委員長：では、続いて、管理調整課。説明をお願いいたします。 

 

事務局：管理調整課の１５番、その他であります。これは有料老人ホームに関する都通知

等を保存ということで、保存の必要がなくなったため廃棄ということでございます。 

  ３５と９０は空フォルダですので省略いたします。 

  １０２番のその他ですけれども、都からのアンケートなど、直接区の施設整備に関係

のないものを保存ということで、保存の必要がなくなったため廃棄ということでござい

ます。 

  １３２番、用地賃料。事業者との契約形態により異なる。３０年間の契約、５０年間

の契約。（契約書）ということで、３年保存でなく契約期間中は常用として扱うという

ことで、（変更点）ということで、これは常用として保存するということになっており

ます。 

  １７２番、契約です。生活困窮者自立支援事業などに関する契約書類が入ったフォル

ダということで、失礼しました、これは空フォルダでした。次も空フォルダです。 

  １８０番の契約・支出です。生活困窮者自立支援事業等に関する契約書類及び支出関

係書類が入ったフォルダということで、これは保存の必要がなくなったため廃棄という

ことでございます。 
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  １９１番、要綱等です。生活困窮者自立支援事業等に関する要綱及び負担金補助金関

係書類が入ったフォルダ。（都から送付のあったものを保存）ということで、保存の必

要がなくなったため廃棄ということでございます。 

  ２２０番、区委託関連です。「豊島区コミュニティソーシャルワーク事業委託」に係

る経費の支出起案が入ったフォルダということで、こちらは保存の必要がなくなったた

め廃棄ということでございます。説明は以上です。 

 

委員長：はい、ありがとうございます。いかがでしょうか。大丈夫かな。 

  いや、この１３２番、怖いので、捨てていたらどうなるのだろうと。契約関係は、や

はり契約期間との関係が保存期間にちゃんと生かされているかどうかは確認をされたほ

うがいいでしょうね。 

 

事務局：はい。ありがとうございます。 

 

委員長：では、次のページへいってよろしいですかね。 

 

（なし） 

 

委員長：障害者福祉課です。お願いします。 

 

事務局：障害者福祉課の６０番です。その他表彰ということですが、厚生労働大臣表彰、

東京都表彰、それから区功労表彰以外の表彰、これは廃棄ということでございます。 

  ２０７番、事業総括です。グループ内担当の総括なので、他の文書では確認できない

ということで、保存の必要がなくなったため廃棄ということでございます。 

  ２４８番、契約ですけども、ガイドにない消耗品等の購入ということで、保存の必要

がなくなったため廃棄ということでございます。 

  ２４９番、支出ですが、ガイドにない消耗品等の購入ということで、保存の必要がな

くなったため廃棄ということでございます。 

  ３１５番、主要課題ですが、これは主管課で確認ができるということで、主管課で収

集しているため廃棄ということでございます。 

  ３２２番、豊島区計画事業ですが、これは空フォルダということで。 

  ３９６番、事業シートですが、保健福祉部（福祉関係）事業シート。グループ内資料

として保存していたと。所管は他グループ。保存の必要がなくなったため廃棄というこ

とでございます。 

  ４９７番、計画関係。これは豊島区障害者計画ということでございます。所管は他グ

ループで、こちらは紙文書のみ。保存の必要がなくなったため廃棄ということでござい

ます。 

  ５１１番、総合保健福祉ＤＶ被害者支援対応マニュアルということですが、男女平等

推進センター、子育て支援課にて発行しているマニュアル資料ということで、紙文書の
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み。必要に応じて更新作業が行われており、一定の時期で廃棄されているため廃棄とい

うことでございます。 

  ５５９番は空フォルダということでございます。説明は以上です。 

 

Ａ委員：３１５番ですけれど、主要課題について、他の文書で内容を確認できますかとい

うことに対して、回答が主管課で確認ができますよと。 

 

委員長：誰の主要課題なのですか。 

 

Ａ委員：そうです。この主要課題は、障害福祉施策に対しての主要課題を多分整理された

のですよね。主管課というのは、自分の課のことですよね。主管課で確認可という回答

は何かすごく違和感があります。 

 

事務局：確認していないのですが、主要課題に関しては、政策経営部の企画課で、各課の

ものを取りまとめていますので、ここでの記載の意味は、その企画課で取りまとめてい

て、何らかデータ化しているので、そちらで保存しているだろうという意味かと思いま

す。 

 

委員長：企画課の文書ファイルの中に入っているという。 

 

事務局：集約して、取りまとめて、年度の中で更新をかけていきますので、エクセルデー

タではあるとは聞いております。 

 

Ａ委員：そういうことであれば、主要課題は、障害者福祉課としては保存年限どおり３年

で廃棄します、ということですか。 

 

委員長：主要課題は、毎年つくられるものですね。 

 

事務局：継続するものも中にはありますが。 

 

委員長：取りまとめは、企画課さんで毎年まとめられているのですね。 

 

Ａ委員：そうすると、これは、表現としては主管課と、職員さんは言っているかもしれな

いですけれど、ここで書かれると主管課は、障害者福祉課のことかなと読み取れちゃう

ので、省略している政策調整課、総合政策課というのですか、で確認可とかと書いてい

ただければ、わかりやすい。 

 

委員長：そうですね。わかりますね。 
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事務局：はい、記載は工夫いたします。 

 

Ａ委員：はい、お願いいたします。 

 

委員長：そのほか、いかがですか。 

   

Ｃ委員：５１１ですけれども、質問に対しての回答が、半分ぐらいは、もうお答えいただ

いているのですけれども、後段の、このマニュアルをつくっているところが男女平等セ

ンターと子育て支援課だということはわかったのですが、その男女平等センターですと

か、子育て支援課は今回のリストには載ってなくて、そうすると、マニュアルであれば

所管課じゃないからといって、年限を短く管理するというのは通常想定されないので、

同じ保存年限を設定するはずなのです。所管課のものは今回はリストにないのですけれ

ど、この辺はどのように整理されているのかというのを確認したいのですが。 

つまりこの男女平等センターや子育て支援課でも、保存期間３年じゃないと、マニュ

アルという性格から考えるとつじつまが合わなくて、今回、リストにはないのですけれ

ども、所管課では、もしかしたら登録をしてなくて、所在がクリアになっていない可能

性があったりですとか、かつ、内容から考えると、恐らく移管をすべき性格の文書では

ないかと考えるのですが、これをつくった所管している課のほうから着実に移管される

ような形になっているのかどうか、というのを確認させてほしいのですけれど。 

 

事務局：はい、わかりました。 

 

委員長：では、御確認いただきたいと思います。 

 

事務局：はい。 

 

委員長：そのほか、よろしいですか。 

  ５５９番の東北関東大震災というのは、これは東日本大震災のことでいいのですか。 

 

Ｃ委員：初期のころは、確かこういう言い回しをしていましたね、東北関東とか。 

 

Ｄ委員：そうであるにしては、保存年限が３年ですけどね。 

 

委員長：フォルダがずっと残っていたのですね。はい、では、よろしいですかね。 

 

（なし） 

 

委員長：では、続きまして、高齢者福祉課です。お願いします。 
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事務局：高齢者福祉課です。 

  ５番です。施設無償貸付関係書です。これは、在宅サービスセンターの無償貸付関係

書類。保存期間を３０年に延長するということでございます。 

  次、１０番が空フォルダということでございます。 

  ３５番、普通財産関係書（貸付）ＰＳ建柱・本柱ですか、貸付期間、平成３０年４月

１日から平成３５年３月３１日。ＰＳとは、「ｐｏｗｅｒ ｓｕｐｐｌｙ（電源）」のこ

とです。保存の必要がなくなったため廃棄でございます。 

  １２７番、菊かおる園定期借地貸付（調定）事業団本部。期間は、平成２６年４月１

日から平成９６年３月３１日までの７０年契約ということで、保存の必要がなくなった

ためということですが、これは延長ということでございます。 

  ２９７番、豊島区ですね。認知症カフェに対する認知症サポート医派遣依頼文書とい

うので、これは保存の必要がなくなったため廃棄ということでございます。 

  ３１０番、各種書類ですね。認知症カフェ委託事業に関する書類ということで、保存

の必要がなくなったため廃棄ということでございます。 

  ３１１番、協定書ですが、認知症アウトリーチチームに関する協定書。協定期間は１

年ということで、保存期間の終了のため、新たな協定を毎年締結しているため廃棄とい

うことでございます。 

  ３２３番、契約・支払。認知症初期集中支援チーム委託に係る契約関係文書というこ

とで、保存の必要がなくなったため廃棄ということになります。 

  次は空フォルダですので省略をいたします。 

  ３３９番、変更届です。地域包括支援センター職員変更届、保存期間の延長、５年に

延長するということでございます。 

  ３４０番、当日資料。地域包括支援センター運営協議会の当日資料、保存期間を３０

年に延長するということでございます。 

  ３５２番、やむを得ない措置。老人福祉法第１１条第２項による「やむを得ない措

置」、恒常的に発生する可能性のある文書ということで、保存の必要がなくなったため

廃棄ということになります。 

  ３６５番、雑件・通知。老人福祉法第１１条による老人ホーム入所措置に関する他自

治体等からの通知ということで、保存の必要がなくなったため廃棄ということになって

おります。説明は以上です。 

 

委員長：いかがでしょうかというか、とりあえず３５番、３６番は、まあ３６番は延長で

すけれど、でも、廃棄理由は保存の必要がなくなったためということですね。３５番の

ほうは貸付期間内だけれど捨てていいというのがよくわからないということですね。 

 

事務局：はい、確認いたします。 

 

委員長：はい。 

  ３５２番、下から２つ目の回答欄ですけれど、「老人福祉法第１１条２」と書いてあ
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りますけど、これは「１１条１項２号」の間違いです。確認したらないなと思いまし

て。 

 

事務局：ありがとうございます。 

 

委員長：１１条１項２号にやむを得ないというのが書いてあります。 

  そのほか、いかがでしょうか。 

 

Ａ委員：ファイルの５番はよかったですよね。指摘がなければ、廃棄していたということ

ですよね。 

 

委員長：そうですね。これは多分、システムに入力するときに、契約だから保存期間１０

年みたいなので選んじゃうのですよね、きっと。 

そのときに契約期間が何年だったかというのを気づかずに契約でしょうというので、

こういった事態が起こるのかなと思います。やはり、契約期間を念頭に置いた保存年限

という順番で徹底していただいたほうがいいでしょうね。 

  そうすると、１２７は定期借地なのに３年で捨てていいとか、よくわからないのです

けれど。では、そのほか、高齢者福祉課よろしいですか。 

 

（なし） 

 

委員長：では、続いて、西部生活福祉課です。お願いします。 

 

事務局：西部生活福祉課です。 

  １１番、第６３条・第７８条返還等決定書ですが、これは生活保護法ということでご

ざいます。保存年限を過ぎたため廃棄ということでございます。 

  ２６番は空フォルダのため省略いたします。 

  ３５番、公有財産引継書。所管替え等による財産の引き継ぎ関係のフォルダというこ

とでございます。保存年限を過ぎたため廃棄ということでございます。 

  ６５番、移管関係書は、被保護者の転出先福祉事務所への移管ということで、保存年

限を過ぎたため廃棄ということでございます。 

  ７３番、第２７条に基づく指示書ですが、こちらも生活保護法ということで、保存年

限を過ぎたため廃棄ということでございます。 

  ７４番、第６３条・第７８条返還決定書ということですが、こちらも生活保護法とい

うことでございます。保存年限を過ぎたため廃棄ということでございます。説明は以上

です。 

 

委員長：はい、ありがとうございます。よろしいですか。 
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（なし） 

 

委員長：それでは、地域保健課までいきましょうか。 

 

事務局：地域保健課ですが、これは２つとも空フォルダということでございます。 

 

委員長：はい、ありがとうございます。 

どうでしょう。ここら辺で諦めて日程調整をするか、というところですが。 

 

Ｄ委員：調べますと言ったものを挙げてもらって、それを見た上で、この答申書の案を検

討するとなると、調整をしたほうが無難かと思います。 

 

委員長：はい。それでは、残念ながら終わらなかったということで、次回の日程調整をさ

せていただきます。 

  そうすると、次回は、今日出ていた質問に対する回答と積み残しの分と、あと答申の

まとめというところまで進めたいと思います。 

 

（中略） 

 

Ａ委員：すみません、追加でいいですか。図書館ですけれど、文化商工部図書館課の３０

番と１６９番の事故簿が２つあるのがどういう意味なのかなと。 

 

事務局：ガイドラインから推察するに、３０番が９から始まっているので、アクセス制限

のフォルダで、１６９番はＥから始まっていますので、普通のフォルダだと考えます。 

 

Ａ委員：では、分類はそうなっていて、制限があるというのは、何か個人情報が入ってい

るとか、そういうことでしょうか。 

 

事務局：そうですね、ほかのグループと共有したくないような内容がある場合は、３０番

のほうに保管をするということかと思いますが。 

 

Ａ委員：わかりました。 

 

委員長：はい、ありがとうございます。 

  それでは、締めてしまって大丈夫でしょうか。 

 

事務局：はい。 

 

委員長：それでは、本日の委員会は、これをもちまして終了にしたいと思います。 
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どうもお疲れさまでした。 

 


